
野 菜 畑 の 連 作 障 害 ( 施 肥 過 剰 ) 防 止 の た め の 上 壌 管 理 技 術

( 農 試  環 境 部、 日 試  環 境 部 )

1 .  背景 と ね ら い

本 県 の 野 菜 栽 培 は、 近 年 急 激 な 伸 び を 示 し、 全 目 的 に も 有 数 な 野 菜 生 産 県 と し て の

位 置 を 確 立 し つ つ あ る。 し か し、 産 地 形 成 が 進 む に 従 い、 雨 よ け ハ ウ ス 等 施 設 栽 増 を

始 め、 露 地 裁 増 に お い て も 連 作 す る 例 が 多 く、 連 作 に よ る 土 張 悪 化 に 越 因 す る 隣 害 の

発 生 も 多 く な つ て き て い る。 連 作 に 伴 う 土 壕 障 害 は、 画
一 的 な 多 施 肥 に よ る 過 剰 肥 沃

化、 養 分 の 不 均 街 化 が 原 因 と な っ て い る 例 が 多 く、 産 地 の 存 盗 に か か る 緊 急 な 問 題 と

し て 対 応 が 迫 ら れ て い る。 そ こ で、 こ れ ま で 実 施 し て き た 調 査 及 び 試 験 か ら、 こ れ ら

上 壌 障 害 を 防 止 す る 土 壌 管 理 技 術 を 取 り ま と め、 普 及 奨 駒 事 項 に 供 す る。

2 .  技術 の 内 容

1 ) 県 内 の 野 菜 畑 土 域 の 実 態

( 1 ) 県 内 の 野 菜 畑 は、 土 壌 の カ リ、 リ ン 酸 を 中 心 と し て 過 肥 茨 化 き れ て き て お り、 施

設 栽 増 で 特 に 顕 著 で あ る。

( 2 ) 連 作 年 数 が 長 い 田 場 ほ ど 過 肥 浜 化 が 進 行 し て い る 傾 向 で あ る が、 連 作 が 長 い に も

か か わ ら ず、 管 理 に よ り好 連 状 態 を 維 持 し て い る 田 壕 も あ る。

( 3 ) 過 肥 沃 化 は 化 学 肥 料 多 施 の 他、 高 濃 度 有 校 物 ( 例
・工 場 権 肥、 乾 燥 鶏 素 、 豚 ほ 肥

等 ) の 多 量 施 用 t こよ る と こ ろ が 大 き い。

( 4 ) 過 肥 沃 化 に よ り生 育 障 害 の 発 生 が 予 想 さ れ る 囲 域 が 多 く、 な か で 特 徴 的 で あ
つ た

の は、 雨 よ け ほ う れ ん そ う に 義 分 過 剰 に よ る と 思 わ れ る マ ン ガ ン 欠 乏 症 が み ら れ た。

2 ) 上 壌 維 持 管 理 基 準

野 菜 栽 培 土 壌 の 一 般 的 維 持 基 準 を 以 下 と す る。

p H

( H 2 0 )

筒効慰りん酸

くトルオーグ

P20〔m8/100を〉

電気ヒ専度(EC ms/cR) 硝酸態チッソくN03・出R3/1003)

作付前 生育期間中 作 1寸前 生育期間中

6.0～ 6.5 5 0  以 下 0. 3以 下 0.7 以 下 以 下 25 以 下

飽和度 80%、 Ca060%:Mg015%:К 205%と した。

3 ) 過 肥 茨 化 防 止 の た め の 上 壌 管 理 技 術

( 1 ) 基 準 で 定 め ら れ た 施 肥 量 を 厳 守 す る。

栽 培 当 初 は 多 肥 料 ほ ど 多 収 と な る 場 合 が 多 く、 そ の た め 継 統 し
て 多 肥 に な りが ち

で あ る が 連 作 に よ る 養 分 蓄 積 は 急 激 で あ る の で、 所 要 量 以 上
の 施 肥 は 行 わ な い。

( 2 ) 土 づ く り肥 料 ( 石 灰、 よ う り ん 等 ) の 画
一 的 施 用 を 避 け る。

土 壌 改 良 資 材 の 施 用 は、 通 常 の 施 肥 と 異 な り量 も 多 く、 一 般 に 残 効 も 長 い。 画
一

的 施 用 に よ り過 肥 沃 化 を 招 い て い る 例 が 多 い の で、 診 断 に 基 づ い た 施 用 を 行 う。

( 3 ) 塩 基 の 均 術 を 保 つ た め の 不 足 資 材 の 施 用 は、 基 準 値 の 範 囲 内 で 行 う。

基 準 値 を 越 え る 高 塩 基 含 量 の 均 街 は 減 肥 で 調 整 す る。

( 4 ) 改 良 目 的 に あ っ た 有 校 物 施 用 を 行 う。

置 換 性 を 基

CEC(me/1008) ■8′100'一

M 8 0  1 К 2 0

2 0 0

2 5 0

3 3 5

4 2 0

- 2 4 -



主とする改良目的

地力維持

(化学性、微生物性)

物理性改良

(膨軟性、通気性、保水性)

能用量(t/10a年 )有接物の種類

家畜表尿を合まない

祖大有校物

基 準 値 以 上 の 顧 場 で は、 有 積 物 出 来
の 成 分 も 無 視 で き な い の で、 雅 用

に 当 た つ て

は 留 意 す る。

( 5 ) バ イ プ ハ ウ ス の 休 聞 期 被 覆
ビ ニ ー ル 除 去 に 努 め る。

作物 栽増後 は被覆 ビニ
ール を除去 し、 過 剰養分の流出

に努 め る。

( 6 ) 定 期 的 な 土 壊 診 断 を 励 行 し、 早
め の 予 防 措 置 に 努 め る。

4 )  過 肥 沃 田 場 に お け る 対 策 技 術

( 1 ) 過 剰 養 分 程 度 ご と の 減 肥 基 準 を 以
下 と す る。

① チ ッソ く硝酸患チッツ)

作付前(88/100g=kg/10a)

10 以 下
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36 以 上

施足開 (喜鷹15kほ) CEC(me布。3)
50%減 肥 施用中止

５

０

５

０

０
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０

1 0

1 5

2 0

2 5

(m8/1003)

50以 上

70″

石 灰、 苦 上    基 準 値 以 上 で は、 資 材 の 特 別
の 施 用 を 行 わ な い。

( 2 ) 有 横 物 施 用 の 改 善

化 学 肥 料 施 用 中 止 闘 場 で は 以 下 の 有 嶺 物 施 用 改 善
を 図 る。

①  有 機 物 の 施 用 前 歴 が 長 く、 物 理 性 良 好 な 土 壌 で は 施
用 を 2 ～ 3 年 中 止 し、 そ の 後

の 診 断 結 果 で 前 期 基 準 の 施 用 を 行 う。

②  重 粘 土、 昧 質 浅 耕 土 等 物 理 性 の 改 良 の 必 要
な 土 壕 で は、 稲 ワ ラ、 モ ミガ ラ 等 家 畜

美 尿 を 含 ま な い 有 機 物 を 施 用 す る。 ( 施 用 量 は 前
期 )

( 3 ) 施 設 栽 増 に お け る 除 塩 対 策

電 気 伝 導 度 ( E  C n s / c 冊) 1 . 5 ～2 . 0 以上 の 上 壌 で は
、 以 下 の 除 塩 対 策 を 実 施 す る。

① 表 土 除 去   ② 湛 水 流 去   ③ 緑 肥 搬 出  ④ 深
耕

3 . 指 導 上 の 留 意 点

1 ) こ の 技 術 は、 野 菜 畑 全 般 を 通 し て の
一 般 的 な 土 壌 管 理 技 術 で あ り、 個 々 の 品 目

や 上

壊 型 別 な ど の 細 部 技 術 に つ い て は、 以 後 逐 次 明 ら
か に し て い くo

条 件 で 多 少 の 差 異 の あ る こ と を 考 慮
す る。

2 ) 基 準 値 は 上 限 許 容 値 と し て 設 定 し た が、

3 ) 有 枝 物 の 施 用 基 準 は 栽 培 歴 3 年 以 上 の 通 常 の 施 用
に お い て 該 当 す る も の で あ る。

4 ) 減 肥 程 度 は、 作 目の養 分 吸収特 性 や下層 土 の土壊 養 分
状態 を十分考 慮 して決定 す る。

③カリ (置換性К20)

(mg/1008)

2 5 ～ 3 0

3 5 ～ 7 0

4 5 ～ 7 0

6 0 ～ 7 0

施 足  =(基 足)

基準施肥

5 k g滅肥

1  0 k g  ″

1  5 k g  ″

2  0 k g  〃

2  5 k g  ″

陀E中 止

3り ん強  く トルオークP203)

トルオーグ P 2 0 S ( m = / 1 0 0 3 )

5 0 ～ 1 0 0

1 0 0 ～ 2 0 0

2 0 0 以 上

2 0 %減 1巴

5 0 %〃

施肥中止

- 2 5 -




